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答えた。つまり、T 教諭は学年会議の価値は

「聞く」ことにあると感じていたにも関わら

ず、実践者の価値観である「語る」ことを知

らずのうちに T 教諭に強要していたのであ

る。これは、T 教諭への暴力とも捉えられる。 
この時、責任感が時に、他者への暴力とな

ることと同時に実感したのは、運営体制の変

更についての意味や価値は、実践に参加する

教員それぞれで異なるということであった。

これにより、本実践は実践者だけのものでは

ないと実感することができた。この実感は、

実践者の持つ、一人で活動改善を行わねばな

らないという意識が、教務課のファシリテー

トにより変容したことを明示している。  
なお最後になるが、この実践を行うことが

できたのは、所属校の管理職含む教員、生徒

のおかげである。特に、教務課、２年総探チ

ームには厚く御礼を申し上げる。会議や総探

の授業に対する協力はもちろん、一番有難か

ったことは「人はすぐには変わらないと思っ

ておいたほうがいい」と、本実践を心配して

助言した大学関係者の言葉はどこ吹く風で、

様々な変容を見せていただいたことである。

実践により、一人ひとりの教員が徐々に意識

を変容させていく姿を見て、実践者は組織改

善に対して希望を抱くことができた。前年度

末に退職された先生からは、実践は楽しんで

行って欲しいという言葉をいただいたが、実

践を通して本当に「楽しく」実践に当たるこ

とができた。今後、実践研究に当たる教職大

学院の院生にとって、実践が困難で重たいも

のではなく、希望や「楽しさ」を感じられる

ものであると、本実践が示すものとなってい

れば、この上ない喜びである。 

 

 
1 所属校では例年教務課の教員から総探担当

者が選ばれてきた経緯があるため、本実践研

究では教務課に焦点を当てた。  
2 なお、本実践研究の成果や課題は探究活動

のみにとどまるものではない。直接的な実践
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は次年度以降になるが、本実践研究で得られ

た知見を学校経営（学校教育目標の構築）に

つなげ、学校の魅力としての地域との連携の

在り方を検討することを想定している。  
3 担当教員は、指導教科や特性を加味し、希

望を取り、同意を得て決定した。  
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【【概概要要】】本実践研究は、子どもたちが学び方を選び、互いに助け合うための一つの環境と

して児童向けのポータルサイトを構築する開発研究である。ポータルサイトを児童と共に

発展させていく過程において、どのようなアフォーダンス（環境が提供する意味や価値）

が生じているかを分析し、児童および同僚からのフィードバックを得ながら、学校現場に

おいて持続可能な学びの環境に必要な要素を探った。ポータルサイトの持つ機能によって

子どもの考えが可視化・共有されることで、子どもたちの主体性が引き出され、共創の足

がかりとなる様子が見られた。また、近隣の教師たちの理解・協力により他校でも試行す

ることができ、改善意見を得てポータルサイトを発展させ、一定の評価を得ることができ

た。子どもと教師がポータル上で試行錯誤し協働する様子から、ひとつの学級・学校にと

どまらない学びが広がる可能性を見出すことができた。 

 

ⅠⅠ  問問題題とと目目的的  

１１．．問問題題のの所所在在 

（（１１））研研究究のの背背景景 

①①IICCTT のの向向上上とと普普及及  

 日本におけるコンピュータ通信の教育への

利用は 80 年代から行われており、石川県にお

いても岐阜県・川島町立川島小学校と金沢市

立此花町小学校を結んでコンピュータ通信の

教育利用を試みた実践（西 1988）がある。 

 さらに 2000 年以降は Web ログや SNS を活

用した実践も始まり、Web 掲示板での子ども

同士の意見交換や学習交流、遠隔の学校の児

童生徒も交えた交流、一般人を含めた学習交

流を行うものもあった。しかし、学校におけ

るネットワークコニュニティは、“子どもの

日常として捉える意識が低く、多くは単発的

な実践にとどまってきた。”とされ、その十

全な活用には、ネットワークコミュニティの

価値の検討、教員や保護者との合意形成、教

科学習との融合、情報活用能力やデジタルシ

ティズンシップの育成が、カギとなる(芳賀・

竹中 2015)とされている。 

 また、中原ら(2000)は教師の学習共同体と

しての CSCL 環境が「教師の専門性発達に寄与

する学習環境となりうる」と述べており、教

師間での ICT を活用した環境構築による学び

合いの効果は早くから指摘されてきた。 

 2025 年現在ではクラウドや SNS が普及し、

オンラインでの対話も我々の日常となってお

り、SNS を利用してそれぞれが作った教材を

共有し、日々の授業で活用する教師も増えて

きている。 

 一方で教育現場では「多様な子供たちを誰

一人取り残すことのない、個別最適化された

学び」(2019 年 12 月中教審取りまとめ)を実

現すべく、具体策の一つとして GIGA スクール

構想がスタートし、６年が経過した。筆者の

所属校においても一人一台端末の導入により、

児童が自分で学びを選択したり、自分の考え

を他者と比較して学びを深めたりするための
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環境が整ってきている。

2024 年１月１日に起こった能登半島地震

の際には、筆者が担任する学級の児童が ICT

の「C(コミュニケーション)」の機能をうまく

活用し、それぞれの状況や思いを伝えたり、

それに応答したりする姿〈図１〉が見られた。

〈図１ 児童の主体的な連携〉

これは、Google クラスルーム（以降クラス

ルームと表記）という環境が、児童の主体的

な相互支援を可能にするアフォーダンス（環

境が提供する意味や価値）を備えていたと言

うことができる。また後述する「秘密の相談

室」の設置も、児童が考えや気付き、思いを

表出しやすくする一種のアフォーダンスを提

供していると考えられる。

オードリー・タンら(2025)が“適切な技術

を使えば、その対立が進歩の重要な源にもな

れる”と述べているように、現代においては

ICT によって人々が対話し、より創発的な活

動を行うことが可能になっている。これは学

校現場においても、主体者であり当事者であ

る子どもの声を表出・可視化し、対話を可能

にする環境の構築が、技術的には可能である

ことを示唆している。すなわち、子どもや教

師が自分で選択して学んだり、対話によって

学び合ったりできる安全なデジタル環境が、

技術的には構築可能になっていると言える。

②②学学校校のの現現状状 

しかしながら、水本(2017)が指摘している

ように、日本の公教育における”教師の自律

性と協働性を高めて創造的な学校づくりをす

ることを妨げている構造”も影響し、ICT 活

用についても何らかの正解を求めてそれに倣

おうとする教師は多い。また学校現場では常

に旧来のパラダイムが慣性として強く働き、

新しい挑戦の際に失敗やトラブルが起きれば、

容易に従来のやり方に戻ってしまうことも多

い。ゆえに ICT の活用度合いに学校間、教師

間で差が生じてしまっている。

トラブルの一例を挙げれば、「児童が動画

視聴やゲームに依存する」という、端末導入

による明らかなデメリットと思われる現象が

ある。教師たちは、これまで同様の経験がな

いために対応ノウハウを持ち合わせず、かと

いって従来の方法論（叱るなど）では解決が

難しい。結果として「端末を使わせなければ

こんな問題は起こらなかった」と、端末の使

用を制限するということが起こる。

この例が示すように、以前は無かったもの

が教育現場に導入されたとき、これまで必要

のなかった指導や課題が発生する。現場の教

師は、子どもたちの実態に合わせて、協働し

ながら試行錯誤の中で学び方のルールを創り

上げるしかないが、各学校が置かれている環

境（地域性、人材リソース）は異なっており、

差が生じるのはやむを得ないことである。

結果、教師は ICT 活用のメリットを理解し

つつも、確信を持って踏み出せないという状

況に陥りやすい。試行錯誤によって答えのな

い問いを乗り越え、新たなノウハウや知恵を

創出するためには、「多忙化」も障壁となる。

学びの機会もリソースも限られる中、「ICT を

どう活用すればいいのか」を迷っている教師

が多い現状がある。言い換えれば、ICT を活

用して子どもと教師が学び合い、新しい学び

方を創造する過程が具体的に示されることへ

の需要があるといえる。

一方、OECD Learning Compass 2030 におい
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て「生徒エージェンシー」と並んで「共同エ

ージェンシー」が中心的な概念として位置づ

けられているように、子どもを学びの主役と

位置づけ「子どもに学びを委ねる」「学びの

ハンドルを子どもに」という大きな流れがあ

る。子どもが自分で学習方法を選んだり、学

習目標を定めたりする際の情報活用や協働に

おいて、ICT はその強みを発揮する。個別最

適な学習、自由進度学習、他者参照、共同編

集など、ICT があることにより可能、あるい

は効果的となる学習方法を体験することは、

子どもと教師の学び方をより多様に、豊かに

するために重要なことと考える。 

 これらの現状を踏まえ、一公立小学校の教

師である筆者に実現可能な方法を検討した結

果、子どもと教師の協働性や創発性を全校児

童向けポータルサイト（以下、ポータルと表

記）という形で可視化し、児童と共に運用・

改善していく実践に取り組むこととした。 

③③学学びびをを選選ぶぶ権権利利のの保保障障  

 1980 年代にアマルティア・センが提案した

ケイパビリティ・アプローチを教育の現場に

適用すれば、子どもは「教育を受ける権利」

だけでなく、「学び方や学習目標を選ぶ権利」

も有していると考えられる。しかし学年、学

期、単元ごとに学習内容が決められている以

上、授業での対応には限界がある。 

 しかしポータルを活用して小学校６年間の

学習内容をいつでも確認できるようにすれば、

それ以前の学年で学んだ内容を確認したり、

上の学年の学習内容にチャレンジしたりでき

る環境を、児童に提供できる。既に多くの企

業や団体が学習を支援するサイトやアプリを

運営しているが、授業者である現場の教師な

らば、より学校の授業と親和性が高いものを

構築することが可能であると考えた。 

（（２２））研研究究のの動動機機  

①①ロローーカカルルななポポーータタルルののメメリリッットト  

 個別最適な学習や子どもの主体性を尊重し

た教育に、誰も異論はない。しかしながら、

基礎的な読解力や計算力等を育みつつ行うこ

とを考えると、ある程度の効率化を図りなが

ら持続可能な形で実現していかねばならない。

一人の教師が作成した教材や資料、持ってい

る情報を近隣の学校の教師間で共有するシス

テムは、一定の効率化をもたらすと考えられ

る。全国的にも SNS や「エンタク」のような

オンラインコミュニティにおいて、対話や共

有の場は広がっている(勅使河原ら 2024)。 

 しかし筆者は近隣の学校間での、言わばロ

ーカルなポータルを運用することのメリット

も大きいと考えた。ローカルだからこそ共有

できる課題も多く、必要に応じて対面で話を

することも可能になる。また当事者の意見や

地域の教育実態に合わせて柔軟に更新するこ

とや、複数の共同編集者によってポータルを

発展させていくことも可能である。 

 さらに、この取組による子どもたちへのメ

リットが２つある。第一に、ポータル上にあ

る多様な教材の中から自己の興味関心や習熟

度に合わせて、学習内容や方法を選べる点で

ある。ポータルを起点として既習の学習内容

を補強したり、未知の分野に触れたりする機

会を保障し、児童の主体性を尊重する環境を

提供できる。第二のメリットは安全性である。

教師がセキュリティや著作権、利用規約の確

認をした上でコンテンツを掲載するため、あ

る程度の信頼性を担保することができる。自

由に学んでよいと言われても「何をしたらい

いか分からない」という児童が、自ら検索し

て情報を得る場合と比べ、信頼性の高い情報

に素早くアクセスできる。また前述した依存

問題への対処法として「この使い方は OK」と

具体例として提示することもできる。 

 これらのメリットの大きさを考えると、現

時点で先行する取組が様々にあると思われる

が、一般に知られていたり、大きなシェアを

持っていたりするものはまだあらわれていな

い。そこで筆者がプロトタイプを作成して児

童と共に試行・運用し、ポータルの変化過程
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環境が整ってきている。

2024 年１月１日に起こった能登半島地震

の際には、筆者が担任する学級の児童が ICT

の「C(コミュニケーション)」の機能をうまく

活用し、それぞれの状況や思いを伝えたり、

それに応答したりする姿〈図１〉が見られた。

〈図１ 児童の主体的な連携〉

これは、Google クラスルーム（以降クラス

ルームと表記）という環境が、児童の主体的

な相互支援を可能にするアフォーダンス（環

境が提供する意味や価値）を備えていたと言

うことができる。また後述する「秘密の相談

室」の設置も、児童が考えや気付き、思いを

表出しやすくする一種のアフォーダンスを提

供していると考えられる。

オードリー・タンら(2025)が“適切な技術

を使えば、その対立が進歩の重要な源にもな

れる”と述べているように、現代においては

ICT によって人々が対話し、より創発的な活

動を行うことが可能になっている。これは学

校現場においても、主体者であり当事者であ

る子どもの声を表出・可視化し、対話を可能

にする環境の構築が、技術的には可能である

ことを示唆している。すなわち、子どもや教

師が自分で選択して学んだり、対話によって

学び合ったりできる安全なデジタル環境が、

技術的には構築可能になっていると言える。

②②学学校校のの現現状状 

しかしながら、水本(2017)が指摘している

ように、日本の公教育における”教師の自律

性と協働性を高めて創造的な学校づくりをす

ることを妨げている構造”も影響し、ICT 活

用についても何らかの正解を求めてそれに倣

おうとする教師は多い。また学校現場では常

に旧来のパラダイムが慣性として強く働き、

新しい挑戦の際に失敗やトラブルが起きれば、

容易に従来のやり方に戻ってしまうことも多

い。ゆえに ICT の活用度合いに学校間、教師

間で差が生じてしまっている。

トラブルの一例を挙げれば、「児童が動画

視聴やゲームに依存する」という、端末導入

による明らかなデメリットと思われる現象が

ある。教師たちは、これまで同様の経験がな

いために対応ノウハウを持ち合わせず、かと

いって従来の方法論（叱るなど）では解決が

難しい。結果として「端末を使わせなければ

こんな問題は起こらなかった」と、端末の使

用を制限するということが起こる。

この例が示すように、以前は無かったもの

が教育現場に導入されたとき、これまで必要

のなかった指導や課題が発生する。現場の教

師は、子どもたちの実態に合わせて、協働し

ながら試行錯誤の中で学び方のルールを創り

上げるしかないが、各学校が置かれている環

境（地域性、人材リソース）は異なっており、

差が生じるのはやむを得ないことである。

結果、教師は ICT 活用のメリットを理解し

つつも、確信を持って踏み出せないという状

況に陥りやすい。試行錯誤によって答えのな

い問いを乗り越え、新たなノウハウや知恵を

創出するためには、「多忙化」も障壁となる。

学びの機会もリソースも限られる中、「ICT を

どう活用すればいいのか」を迷っている教師

が多い現状がある。言い換えれば、ICT を活

用して子どもと教師が学び合い、新しい学び

方を創造する過程が具体的に示されることへ

の需要があるといえる。

一方、OECD Learning Compass 2030 におい
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て「生徒エージェンシー」と並んで「共同エ

ージェンシー」が中心的な概念として位置づ

けられているように、子どもを学びの主役と

位置づけ「子どもに学びを委ねる」「学びの

ハンドルを子どもに」という大きな流れがあ

る。子どもが自分で学習方法を選んだり、学

習目標を定めたりする際の情報活用や協働に

おいて、ICT はその強みを発揮する。個別最

適な学習、自由進度学習、他者参照、共同編

集など、ICT があることにより可能、あるい

は効果的となる学習方法を体験することは、

子どもと教師の学び方をより多様に、豊かに

するために重要なことと考える。 

 これらの現状を踏まえ、一公立小学校の教

師である筆者に実現可能な方法を検討した結

果、子どもと教師の協働性や創発性を全校児

童向けポータルサイト（以下、ポータルと表

記）という形で可視化し、児童と共に運用・

改善していく実践に取り組むこととした。 

③③学学びびをを選選ぶぶ権権利利のの保保障障  

 1980 年代にアマルティア・センが提案した

ケイパビリティ・アプローチを教育の現場に

適用すれば、子どもは「教育を受ける権利」

だけでなく、「学び方や学習目標を選ぶ権利」

も有していると考えられる。しかし学年、学

期、単元ごとに学習内容が決められている以

上、授業での対応には限界がある。 

 しかしポータルを活用して小学校６年間の

学習内容をいつでも確認できるようにすれば、

それ以前の学年で学んだ内容を確認したり、

上の学年の学習内容にチャレンジしたりでき

る環境を、児童に提供できる。既に多くの企

業や団体が学習を支援するサイトやアプリを

運営しているが、授業者である現場の教師な

らば、より学校の授業と親和性が高いものを

構築することが可能であると考えた。 

（（２２））研研究究のの動動機機  

①①ロローーカカルルななポポーータタルルののメメリリッットト  

 個別最適な学習や子どもの主体性を尊重し

た教育に、誰も異論はない。しかしながら、

基礎的な読解力や計算力等を育みつつ行うこ

とを考えると、ある程度の効率化を図りなが

ら持続可能な形で実現していかねばならない。

一人の教師が作成した教材や資料、持ってい

る情報を近隣の学校の教師間で共有するシス

テムは、一定の効率化をもたらすと考えられ

る。全国的にも SNS や「エンタク」のような

オンラインコミュニティにおいて、対話や共

有の場は広がっている(勅使河原ら 2024)。 

 しかし筆者は近隣の学校間での、言わばロ

ーカルなポータルを運用することのメリット

も大きいと考えた。ローカルだからこそ共有

できる課題も多く、必要に応じて対面で話を

することも可能になる。また当事者の意見や

地域の教育実態に合わせて柔軟に更新するこ

とや、複数の共同編集者によってポータルを

発展させていくことも可能である。 

 さらに、この取組による子どもたちへのメ

リットが２つある。第一に、ポータル上にあ

る多様な教材の中から自己の興味関心や習熟

度に合わせて、学習内容や方法を選べる点で

ある。ポータルを起点として既習の学習内容

を補強したり、未知の分野に触れたりする機

会を保障し、児童の主体性を尊重する環境を

提供できる。第二のメリットは安全性である。

教師がセキュリティや著作権、利用規約の確

認をした上でコンテンツを掲載するため、あ

る程度の信頼性を担保することができる。自

由に学んでよいと言われても「何をしたらい

いか分からない」という児童が、自ら検索し

て情報を得る場合と比べ、信頼性の高い情報

に素早くアクセスできる。また前述した依存

問題への対処法として「この使い方は OK」と

具体例として提示することもできる。 

 これらのメリットの大きさを考えると、現

時点で先行する取組が様々にあると思われる

が、一般に知られていたり、大きなシェアを

持っていたりするものはまだあらわれていな

い。そこで筆者がプロトタイプを作成して児

童と共に試行・運用し、ポータルの変化過程
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を検証することで、子どもたちの多様な学び

を保障するデジタル環境とはどのようなもの

かを明らかにしたいと考えた。 

②②子子どどもものの声声をを起起点点にに  

教師の原動力の一つは「子どもの声」であ

る。関わる子どもたちの笑顔や困った顔が、

教師に「私はこの子たちのために何ができる

のか」という内省を促し、教師は成長してい

く。本実践研究においてもコミュニケーショ

ンの「C」を重視し、リアルな対面でのコミュ

ニケーションが可能な範囲で実践を進め、児

童から生のフィードバックを得て、共に「学

びの場」としてのポータルを創ることを目指

した。本実践研究をきっかけに、一つの学校

という枠を超えた相互支援や課題解決の可能

性を探りたいと考えた。 

２２．．本本研研究究のの目目的的  

 本実践研究では、子どもや教師にとって有

益な学びのポータルとはどのようなものかを

明らかにすることを目的とする。 

 具体的には、①これまでになかった「学び

を選べる場」としてのポータル、「自分の意

見を言いやすい場」としての掲示板等の環境

を構築することによって、児童およびポータ

ル自体にどのような変化が起こるか②現状の

学校現場において持続・発展可能な「学びの

場」としてのポータルのあり方、の２点につ

いて明らかにしていくことを目的とする。 

 学校の主体者としての子どもと教師が、相

互支援と問題解決を行いながら、新たな学び

の場を創造する実践を通して、「自分たちで

学習環境を創ること」の第一歩を実現したい

と考えた。 

 

ⅡⅡ  研研究究方方法法 

１１．．研研究究対対象象  

 公立小学校全校児童 635 名および本開発研

究において作成する全校児童向けポータル 

２２．．研研究究計計画画  

 ４〜５月にかけて筆者の担当する学級・学

年において先行して実践を行い、デジタル環

境が児童にもたらす影響を調査する。その結

果に基づいて６〜７月に全校児童向けポータ

ルの作成を行う。８月に調整および提案の準

備を行った上で、９月に全校児童を対象とし

てポータルの運用を開始し、12 月までに得ら

れたデータを分析する。 

３３．．方方法法のの概概要要 

（（１１））ポポーータタルルのの作作成成  

 学びのツールやコンテンツに気軽にアクセ

スできるポータルを作成、児童に紹介し運用

する。また掲示板機能を設置し、児童の声を

聞く環境を構築する。 

（（２２））ポポーータタルルのの改改善善  

児童の活用の実態、同僚の教師からの意見、

掲示板に寄せられる児童の声に基づいてポー

タルを改善、更新しながら運用を続ける。 

（（３３））分分析析  

 上記改善の過程、および掲示板機能内の発

言内容について分析する。また、ユーザーへ

のインタビューを実施し、ポータルによって

生じた児童にとっての意味や価値について調

査する。 

（（４４））自自治治体体内内のの教教師師ととのの連連携携  

開発したポータルを準用し、同じ中学校区

にある小学校や市内の学校へ提供する。さら

に他校の教師や教育委員会からのフィードバ

ックを得ながら改善を進める。 

 

ⅢⅢ  実実践践経経過過  

１１．．学学級級・・学学年年レレベベルルででのの IICCTT 活活用用  

 まず試金石として、筆者の担任するクラス

向けのポータルを作り実践の足がかりとした。

第一段階では、授業で使用する教材や児童の

使用頻度が高いコンテンツのリンクなどを貼

り付けた比較的単純なものを作成した。 

 さらに、各教科の授業において児童が何を

学んだかを文章で記述する「振り返り共有シ

ート」を Google スプレッドシート（以下、ス

プレッドシートと表記）で作成した。児童そ
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れぞれが学んだことを教師だけでなく児童間

でも参照できるこのようなシートを活用する

際、俗に「削除事故」と呼ばれる現象が起こ

ることがある。子どもが誤って（あるいは故

意に）他者の記述を削除あるいは変更してし

まう現象である。これにより「こんなことに

なるなら、紙のほうがマシだ。」と活用の入

口で教師が後ろ向きになってしまうことが

往々にしてある。無論、教育に特化したプラ

ットフォームであれば既に対策が為されてい

るが、予算や汎用性の問題を考えると、どの

自治体でも利用可能な形が望ましい。

そこで筆者は、単純なタブ間のリンクに加

え、タブごとにデータを編集できるユーザー

を制限することで、問題を解決した〈図２〉。

〈図２ 振り返り共有シート〉

この設定により、アカウントをハックしな

い限りは他者の記述を改変することは難しく、

削除事故やいたずらを防ぐことができる。タ

ブごとに児童一人一人のアカウントを紐づけ

る作業には約２０分を要するが、以後はその

ファイルをコピーすることで、すべての教科・

単元で１年間使用することができる。（この

スプレッドシートの雛形はⅥ章の QR コード

よりダウンロードできる。）

また、クラスルームの機能を利用した「秘

密の相談室」〈図３〉についてもあわせて開

設し、運用した。これは、クラスルームの「授

業」機能における「限定公開のコメント」を

活用したものであり、教師と児童のホットラ

インとも言えるものである。

児童は他に知られることなく、教師とメッ

セージのやりとりを行うことができる。学校

で教師に話したいいことがあっても、周りに

他の子がいたり、先生が忙しそうだったりし

て諦める児童は多い。筆者も小学生時代に担

任の先生と個人的に話せたときは、自己肯定

感や安心感が高まった記憶がある。仕様上、

すぐに返信が来るわけではないが、児童が安

心して教師と繋がることができる場として設

定した。この環境構築にかかる時間は１分未

満である。（作成方法はⅥ章 QR コードを参照）

実際に送られてくるメッセージは日々の困

りごとについての相談が多かったが、中には

教師が気づいていない情報もあった。児童か

らのメッセージは学年の担任教師３名に加え

て生徒指導主事も閲覧可能となっており、迅

速な対応によりスムーズな問題解決につなが

った。

〈図３ 秘密の相談室〉

①教師が内容を知るまでにはタイムラグが

あるので、返信を急いでほしいときは直接「秘

密の相談室見て」と伝える②友達の良くない

行動を報告する場合、できるだけ児童自身が

一度直接注意をし、それでも改善が見られな

い場合に送信する、等のルールを児童の実態

に即して設定しながら運用した。

教師側はメールで通知を受け取ることがで

き、直接返信したり時間を作って対面での面

談につなげたりすることができる。また、複
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を検証することで、子どもたちの多様な学び

を保障するデジタル環境とはどのようなもの

かを明らかにしたいと考えた。 

②②子子どどもものの声声をを起起点点にに  

教師の原動力の一つは「子どもの声」であ

る。関わる子どもたちの笑顔や困った顔が、

教師に「私はこの子たちのために何ができる

のか」という内省を促し、教師は成長してい

く。本実践研究においてもコミュニケーショ

ンの「C」を重視し、リアルな対面でのコミュ

ニケーションが可能な範囲で実践を進め、児

童から生のフィードバックを得て、共に「学

びの場」としてのポータルを創ることを目指

した。本実践研究をきっかけに、一つの学校

という枠を超えた相互支援や課題解決の可能

性を探りたいと考えた。 

２２．．本本研研究究のの目目的的  

 本実践研究では、子どもや教師にとって有

益な学びのポータルとはどのようなものかを

明らかにすることを目的とする。 

 具体的には、①これまでになかった「学び

を選べる場」としてのポータル、「自分の意

見を言いやすい場」としての掲示板等の環境

を構築することによって、児童およびポータ

ル自体にどのような変化が起こるか②現状の

学校現場において持続・発展可能な「学びの

場」としてのポータルのあり方、の２点につ

いて明らかにしていくことを目的とする。 

 学校の主体者としての子どもと教師が、相

互支援と問題解決を行いながら、新たな学び

の場を創造する実践を通して、「自分たちで

学習環境を創ること」の第一歩を実現したい

と考えた。 

 

ⅡⅡ  研研究究方方法法 

１１．．研研究究対対象象  

 公立小学校全校児童 635 名および本開発研

究において作成する全校児童向けポータル 

２２．．研研究究計計画画  

 ４〜５月にかけて筆者の担当する学級・学

年において先行して実践を行い、デジタル環

境が児童にもたらす影響を調査する。その結

果に基づいて６〜７月に全校児童向けポータ

ルの作成を行う。８月に調整および提案の準

備を行った上で、９月に全校児童を対象とし

てポータルの運用を開始し、12 月までに得ら

れたデータを分析する。 

３３．．方方法法のの概概要要 

（（１１））ポポーータタルルのの作作成成  

 学びのツールやコンテンツに気軽にアクセ

スできるポータルを作成、児童に紹介し運用

する。また掲示板機能を設置し、児童の声を

聞く環境を構築する。 

（（２２））ポポーータタルルのの改改善善  

児童の活用の実態、同僚の教師からの意見、

掲示板に寄せられる児童の声に基づいてポー

タルを改善、更新しながら運用を続ける。 

（（３３））分分析析  

 上記改善の過程、および掲示板機能内の発

言内容について分析する。また、ユーザーへ

のインタビューを実施し、ポータルによって

生じた児童にとっての意味や価値について調

査する。 

（（４４））自自治治体体内内のの教教師師ととのの連連携携  

開発したポータルを準用し、同じ中学校区

にある小学校や市内の学校へ提供する。さら

に他校の教師や教育委員会からのフィードバ

ックを得ながら改善を進める。 

 

ⅢⅢ  実実践践経経過過  

１１．．学学級級・・学学年年レレベベルルででのの IICCTT 活活用用  

 まず試金石として、筆者の担任するクラス

向けのポータルを作り実践の足がかりとした。

第一段階では、授業で使用する教材や児童の

使用頻度が高いコンテンツのリンクなどを貼

り付けた比較的単純なものを作成した。 

 さらに、各教科の授業において児童が何を

学んだかを文章で記述する「振り返り共有シ

ート」を Google スプレッドシート（以下、ス

プレッドシートと表記）で作成した。児童そ
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れぞれが学んだことを教師だけでなく児童間

でも参照できるこのようなシートを活用する

際、俗に「削除事故」と呼ばれる現象が起こ

ることがある。子どもが誤って（あるいは故

意に）他者の記述を削除あるいは変更してし

まう現象である。これにより「こんなことに

なるなら、紙のほうがマシだ。」と活用の入

口で教師が後ろ向きになってしまうことが

往々にしてある。無論、教育に特化したプラ

ットフォームであれば既に対策が為されてい

るが、予算や汎用性の問題を考えると、どの

自治体でも利用可能な形が望ましい。

そこで筆者は、単純なタブ間のリンクに加

え、タブごとにデータを編集できるユーザー

を制限することで、問題を解決した〈図２〉。

〈図２ 振り返り共有シート〉

この設定により、アカウントをハックしな

い限りは他者の記述を改変することは難しく、

削除事故やいたずらを防ぐことができる。タ

ブごとに児童一人一人のアカウントを紐づけ

る作業には約２０分を要するが、以後はその

ファイルをコピーすることで、すべての教科・

単元で１年間使用することができる。（この

スプレッドシートの雛形はⅥ章の QR コード

よりダウンロードできる。）

また、クラスルームの機能を利用した「秘

密の相談室」〈図３〉についてもあわせて開

設し、運用した。これは、クラスルームの「授

業」機能における「限定公開のコメント」を

活用したものであり、教師と児童のホットラ
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数の教師をメンバーとして登録しておけば情

報の共有も可能である。同様に、教育委員会

との連携も可能であり、このシステムを使え

ば過去に起こったとされるいじめ事案の隠蔽

等も、相当程度減少させることができるので

はないだろうか。技術的には方法が確立され

ていることであり、有効に活用を進めたい。 

 この「振り返り共有シート」「秘密の相談

室」は、ICT を活用して児童の思いを可視化

する安心・安全なシステムとして学年３クラ

スの担任で共有し、運用した。またこれらの

活動と並行し、校内児童向けポータルおよび

そこに掲載するコンテンツや情報の収集、自

作教材の開発を進めた。 

２２．．全全校校児児童童向向けけポポーータタルルのの開開発発  

（（１１））必必要要感感のの高高ままりり  

 時を同じくして、所属校の学校研究におい

て「児童が手軽に既習事項を確認できるデジ

タル環境」のニーズが高まり、筆者にも相談

があった。具体的には、子どもたちが文章を

書くときの資料として、既習の言葉を意味ご

とに分類した表をポータル上に掲載し、児童

が必要に応じていつでも使える状態にできな

いかという要請であった。同様の需要が算数

科においても生じていた。６年間分の学習内

容をまとめたものがあれば、それ以前の学年

での学習内容に不安があるときに参照して復

習したり、未習の内容を自らの関心に沿って

予習したりすることができる。 

 このように、学校研究や学力向上の立場か

らもニーズが高まっていたことから、準備し

ていた教材や情報を所属校の児童向けに整理

し、ポータルの作成を進めた。 

（（２２））掲掲示示板板機機能能のの改改善善（（実実装装前前））  

 本実践研究のキーワードである「主体化」

「共創」を考える上で、児童の声を可視化す

る手段の一つとして、掲示板機能は欠かせな

い要素であった。しかし同時に、実装が困難

なものでもあった。実践初期に「この機能は

学校現場では許容できないリスクを内包して

いるのではないか」と危惧されたからである。

ゆえに児童への提案前に、後々のメンテナン

スや調整が可能で、同僚たちの安心感や信頼

を得やすいシステムを構築する必要があった。 

 この時点で解決すべき課題は２つあり、第

一は誰の投稿かを管理者からは確認でき、か

つユーザーからは見えないようにすることで

あった。児童が助けを求めたときや、荒らし

行為を行った場合などに、どのアカウントで

行われたかを追跡できなければ支援や指導に

繋げられないからである。同様の理由から、

管理者のみが投稿後の削除や編集を行える仕

様にする必要があった。第二に、投稿できる

時間帯を制限することである。管理する教師

側の時間的、精神的コストを考えると、教師

が勤務している時間帯のみ投稿を受け付ける

ことが望ましい。 

 これら２つの課題を解決するに当たって、

従来構想していたパドレット等のオンライン

掲示板アプリではなく、Google フォーム（以

下、フォームと表記）とスプレッドシートの

活用を考え、具体的には以下のような手順で

作成した。 

①フォームへの回答リンクをポータルに設置 

②データをスプレッドシートにリンク 

③拡張機能の追加（Apps Script）〈図４〉 

 フォームとスプレッドシートでデータ連携

を行うことにより、送信されたデータの一覧

を自動で作成することができるが、通常デー

タは古い順に表示される。そこでまず、回答

が送信される度に並び替えを行う機能を追加

した。これにより、常にデータを新着順で表

示することが可能になった。 

 次に、文字の折り返しや中央揃えを自動で

行う機能を追加した。文字数が多くなると、

シート上での表示が画面の範囲外に及んでし

まうためである。この機能追加により、ポー

タル内で投稿の全文が表示され、読み手がス

クロールする手間を省くことができた。 

 また、データ送信の受付時間の設定も同様

7

の方法で行った。児童が端末を使用可能な時

間帯に合わせ、朝８時に回答の受付を開始し

夜９時に締め切る機能を追加した。

なお、これらの機能追加については、Web 上

で公開されている様々な情報の中から、目的

にあったものを見つけ、実装した。参考にし

たサイト一覧をⅥ章の QR コードから参照で

きる。

〈図４ 拡張機能の追加（Apps Script）〉

④ポータルへの掲載

スプレッドシートはポータルに直接貼り付

ける形で掲載することができるが、児童を「閲

覧者」としてデータを共有した場合であって

も、児童はスプレッドシート全体をコピーし

て自分のドライブに保存することができる。

つまり、非表示にしているアカウント情報な

ども閲覧されてしまう恐れがある。

よってダウンロード、コピー、印刷、編集

ができるユーザーを「編集者（筆者）のみ」

に制限し、スプレッドシート上の編集の制限

とあわせて、安全性を高めた。

（（３３））実実装装当当初初ののポポーータタルル 

実装当初に掲載したコンテンツ（教材やリ

ンク）計 150 項目は以下のとおりである。()

内は各ページのコンテンツ数を示す。

①トップ：児童の使用頻度が高い各種リンク

および掲示板（９）〈図５〉

・クラスルーム

・Google ドライブ

・Google Earth

・Google Keep（メモアプリ）

・タイピングアプリサイト×２

・企業が提供する学習アプリ

・企業が提供する ICT についての学習サイト

・掲示板

〈図５ ポータルトップ画面（９月）〉

②国語科：基礎的な語彙の一覧表（２）

・語彙表１：人物、事物、心情を表す言葉

・語彙表２：類義語、対義語

③算数科：自動採点テスト（フォーム）

・基礎的な加算減算の自動採点テスト（６）

・全学年全単元分の復習テスト（118）

啓林館より提供されている上記の復習テス

トについて、前述の掲示板の改善と関連した

工夫を行った。名前（匿名可）とテストの結

果をリアルタイムで表示する環境〈図６〉の

構築である。結果が公表されることで、そう

でない場合に比べ児童がより意欲的にチャレ

ンジする様子が見られたからである。

〈図６ 自動採点テストの結果表示〉

④音楽科：各種音楽アプリと参考動画（９）

⑤動画：PC の操作、他教科の参考動画（６）

（（４４））アアククセセスス管管理理 
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作成したポータルは、著作権や個人情報保

護の観点から外部からのアクセスを遮断する

必要があった。方法を探る中で、アプリ間の

連携により、非常に簡単に行うことができる

と判明したので、以下にその方法をまとめる。

まず全校児童をメンバーとするクラスルー

ムを作成する。（所属校では以前から存在し

ていた。）そのクラスルーム名がついた「カ

レンダー」の「設定と共有」を開くと、メン

バー全員をまとめた「グループ」アカウント

が表示される〈図７〉。これをポータルの「公

開済みアイテムの閲覧者」に設定することで、

所属校の児童と教師だけがアクセスできるポ

ータルとすることができた。

〈図７ アクセス管理〉

（（５５））ポポーータタルルのの命命名名 

ポータルの名前は所属校名の子音と、学ぶ

様子を表すオノマトペをかけて「ふむふむ」

とし、掲示板の名称は低学年に理解しやすい

「たいわスペース あのね」とした。

３３．．運運用用とと改改善善のの過過程程 

（（１１））児児童童へへのの説説明明 

インフォームド・コオペレーションの考え

方を基に、児童たちへポータルの説明をし、

協力を依頼する機会を設けた。１クラスにつ

き 10 分の時間をもらい、１〜６学年の 19 学

級および特別支援学級（５学級の児童へ１回

にまとめて実施）の計 20 回実施した。伝えた

内容は以下の通りである。

①目的

「自分たちで学び、自分たちで助け合い、

もっと楽しい学校をつくる」ことを目的とし、

筆者の研究としてポータルを作成したこと。

②使い方

ポータルへの入り方、自動採点テスト、掲

示板機能それぞれの使い方を伝えた。掲示板

は「楽しかった／困った／教えて／意見があ

る」というときに、書きたい人だけが書くス

ペースであることや、名前を明かしたくない

場合は匿名で投稿できることを、具体的な操

作方法を電子黒板で示しながら説明した。な

お、教師は誰が書いたかは分かることも付け

加えた。

③ルールの確認

担任が許可した時間（自習時間）および家

での学習に使い、授業中勝手に使うことがな

いよう確認した。授業中に端末で全く別のこ

とをする児童がいる現状を鑑み、通常の授業

の妨げにならないよう予防線を張った形であ

る。また、「たいわスペース」でコメント機

能で返信する際に「否定しない」というルー

ルも併せて伝えた。

④協力依頼

作っている途中であり発展途上のポータル

であること、意見や情報を求めていることを

伝えて児童に協力を依頼した。また、得られ

たデータを活用する場合は個人を特定しない

形で行うことを伝えた。

⑤質疑応答

説明の最後に質問を受け付けたところ、児

童から多様な質問が出された。個別のコンテ

ンツの内容や使い方に関わる質問が多く出た

他、理科や社会その他の教科がない理由や、

ポータルへの要望を出していいのかを質問す

る児童がおり、関心の高さが窺えた。

掲示板機能の具体的な使い方についての質

問もあった。多かったのは「匿名で書き込む

ときに◯◯という名前はいいんですか？」と

いう質問である。この質問に対しては「悪い

言葉や汚い言葉、人の名前など、誰かが嫌に

なる言葉は書きません。」と答えた。また、

「画像を貼っていいんですか？」という質問
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も出された。これには、著作権の基本である

「人が作ったものは許可を取ってから使う」

というルールを説明した。このように質疑応

答の一部は、デジタルシティズンシップ教育

の機会となった。 

 児童と各学級担任の反応からフィードバッ

クを得つつ計 20 回の説明を行う中で、内容や

伝え方の調整を繰り返すことで、次第に児童

の発達段階も踏まえた分かりやすい説明がで

きるようになった。 

（（２２））児児童童・・同同僚僚かかららののフフィィーードドババッックク  

 その後コンテンツの拡充に取り組み始める

と、同僚から掲示板機能についてのフィード

バックを得ることとなった。端的に言えば「余

計な仕事を生み出す取組だ」という意見であ

る。児童の投稿内容について、「気にしなく

てはいけないことが一つ増える」と負担感を

覚える同僚がいるとの指摘を受けた。 

 事実、少数ではあるが偏見を助長しかねな

い検索結果へのリンク、意味不明の文字列、

ゲームの話題、ネットスラング等の投稿があ

った。投稿者を特定できる仕様にしておいた

ので、筆者が直接対面で児童らに指導したが、

どの児童も「自分が書いたと分からないと思

ってふざけてしまった」と述べ、今後は目的

やルールに沿った投稿をすることを約束して

くれた。このような初期の荒れはよく見られ

る現象であり、経験から学ぶ機会でもある。

しかし、このような指導についてのセオリー

が確立しているとは言い難く、現場の教師は

指導に困難を感じることがある。 

 懸念を伝えてくれた同僚から見れば「それ

見たことか」という状況ではあるが、掲示板

機能に否定的だった同僚が上記スラングにつ

いて心配し、筆者に声をかけてくれるという

サプライズにも励まされ、改善のヒントとし

て捉えることができた。また、児童の多くが

ポータルや掲示板について肯定的な反応を示

してくれていたことも、励みになっていた。 

（（３３））掲掲示示板板機機能能のの改改善善（（実実装装後後））  

 そこで、児童の実態に即して改めて改善を

行った。掲示板機能の運用を続行するうえで

必要とされた課題は３つあった。第一に、児

童が送信ボタンを押す前に、改めて留意事項

を確認できるようにすること。第二は、管理

者（筆者）が投稿内容を確認してから、ポー

タルに表示する「タイムラグ」を発生させて、

安全性を高めること。第三に、匿名機能が使

えず第３者に非表示にされる恐れのあるコメ

ント機能を廃止し、こちらも事前にチェック

できるようにすることである。 

 これらの変更は「子どもの声を可視化する」

という本実践研究の目的から遠ざかり、コン

トロールを強める変更である。しかしながら、

「学校が不適切なデジタル環境を提供してい

る」と批判される恐れもあり、児童の投稿が

リアルタイムで表示される環境は許容できな

かった。ゆえに早急に仕様変更に取り組んだ。 

 第一の課題についてはまず、低学年でも理

解しやすい説明を投稿フォームの最上部に表

示した。また、「何がよくて何がダメか」を

詳しく示した資料へのリンクも設置した。さ

らに、送信前に再度ルールに照らして内容の

確認ができる設問をフォームの最後に設定し

た。この過程を経て投稿することにより、児

童は複数回ルールを意識することになる。第

二の課題については、スプレッドシートの「条

件付き書式」機能を活用し、特定のセルに筆

者がチェックを入れない限りは白文字で表示

される設定で解決した。第三の課題について

は、投稿の意図を尋ねる設問の選択肢に「返

信」の項目を加えることにより、通常の投稿

と同様の操作で行う仕様にすることで解決し

た。また、特に問題がなければ本名での投稿

を推奨した。 

 このように、掲示板機能から生じる多様な

アフォーダンスを、シグニファイアによって

限定し、教師が意図する使い方へと誘導する

ことで、課題解決を試みた。大きく改善した

箇所について実際のフォームにおける表示を

− 26 − − 27 −
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作成したポータルは、著作権や個人情報保

護の観点から外部からのアクセスを遮断する

必要があった。方法を探る中で、アプリ間の

連携により、非常に簡単に行うことができる

と判明したので、以下にその方法をまとめる。

まず全校児童をメンバーとするクラスルー

ムを作成する。（所属校では以前から存在し

ていた。）そのクラスルーム名がついた「カ

レンダー」の「設定と共有」を開くと、メン

バー全員をまとめた「グループ」アカウント

が表示される〈図７〉。これをポータルの「公

開済みアイテムの閲覧者」に設定することで、

所属校の児童と教師だけがアクセスできるポ

ータルとすることができた。

〈図７ アクセス管理〉

（（５５））ポポーータタルルのの命命名名 

ポータルの名前は所属校名の子音と、学ぶ

様子を表すオノマトペをかけて「ふむふむ」

とし、掲示板の名称は低学年に理解しやすい

「たいわスペース あのね」とした。

３３．．運運用用とと改改善善のの過過程程 

（（１１））児児童童へへのの説説明明 

インフォームド・コオペレーションの考え

方を基に、児童たちへポータルの説明をし、

協力を依頼する機会を設けた。１クラスにつ

き 10 分の時間をもらい、１〜６学年の 19 学

級および特別支援学級（５学級の児童へ１回

にまとめて実施）の計 20 回実施した。伝えた

内容は以下の通りである。

①目的

「自分たちで学び、自分たちで助け合い、

もっと楽しい学校をつくる」ことを目的とし、

筆者の研究としてポータルを作成したこと。

②使い方

ポータルへの入り方、自動採点テスト、掲

示板機能それぞれの使い方を伝えた。掲示板

は「楽しかった／困った／教えて／意見があ

る」というときに、書きたい人だけが書くス

ペースであることや、名前を明かしたくない

場合は匿名で投稿できることを、具体的な操

作方法を電子黒板で示しながら説明した。な

お、教師は誰が書いたかは分かることも付け

加えた。

③ルールの確認

担任が許可した時間（自習時間）および家

での学習に使い、授業中勝手に使うことがな

いよう確認した。授業中に端末で全く別のこ

とをする児童がいる現状を鑑み、通常の授業

の妨げにならないよう予防線を張った形であ

る。また、「たいわスペース」でコメント機

能で返信する際に「否定しない」というルー

ルも併せて伝えた。

④協力依頼

作っている途中であり発展途上のポータル

であること、意見や情報を求めていることを

伝えて児童に協力を依頼した。また、得られ

たデータを活用する場合は個人を特定しない

形で行うことを伝えた。

⑤質疑応答

説明の最後に質問を受け付けたところ、児

童から多様な質問が出された。個別のコンテ

ンツの内容や使い方に関わる質問が多く出た

他、理科や社会その他の教科がない理由や、

ポータルへの要望を出していいのかを質問す

る児童がおり、関心の高さが窺えた。

掲示板機能の具体的な使い方についての質

問もあった。多かったのは「匿名で書き込む

ときに◯◯という名前はいいんですか？」と

いう質問である。この質問に対しては「悪い

言葉や汚い言葉、人の名前など、誰かが嫌に

なる言葉は書きません。」と答えた。また、

「画像を貼っていいんですか？」という質問
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も出された。これには、著作権の基本である

「人が作ったものは許可を取ってから使う」

というルールを説明した。このように質疑応

答の一部は、デジタルシティズンシップ教育

の機会となった。 

 児童と各学級担任の反応からフィードバッ

クを得つつ計 20 回の説明を行う中で、内容や

伝え方の調整を繰り返すことで、次第に児童

の発達段階も踏まえた分かりやすい説明がで

きるようになった。 

（（２２））児児童童・・同同僚僚かかららののフフィィーードドババッックク  

 その後コンテンツの拡充に取り組み始める

と、同僚から掲示板機能についてのフィード

バックを得ることとなった。端的に言えば「余

計な仕事を生み出す取組だ」という意見であ

る。児童の投稿内容について、「気にしなく

てはいけないことが一つ増える」と負担感を

覚える同僚がいるとの指摘を受けた。 

 事実、少数ではあるが偏見を助長しかねな

い検索結果へのリンク、意味不明の文字列、

ゲームの話題、ネットスラング等の投稿があ

った。投稿者を特定できる仕様にしておいた

ので、筆者が直接対面で児童らに指導したが、

どの児童も「自分が書いたと分からないと思

ってふざけてしまった」と述べ、今後は目的

やルールに沿った投稿をすることを約束して

くれた。このような初期の荒れはよく見られ

る現象であり、経験から学ぶ機会でもある。

しかし、このような指導についてのセオリー

が確立しているとは言い難く、現場の教師は

指導に困難を感じることがある。 

 懸念を伝えてくれた同僚から見れば「それ

見たことか」という状況ではあるが、掲示板

機能に否定的だった同僚が上記スラングにつ

いて心配し、筆者に声をかけてくれるという

サプライズにも励まされ、改善のヒントとし

て捉えることができた。また、児童の多くが

ポータルや掲示板について肯定的な反応を示

してくれていたことも、励みになっていた。 

（（３３））掲掲示示板板機機能能のの改改善善（（実実装装後後））  

 そこで、児童の実態に即して改めて改善を

行った。掲示板機能の運用を続行するうえで

必要とされた課題は３つあった。第一に、児

童が送信ボタンを押す前に、改めて留意事項

を確認できるようにすること。第二は、管理

者（筆者）が投稿内容を確認してから、ポー

タルに表示する「タイムラグ」を発生させて、

安全性を高めること。第三に、匿名機能が使

えず第３者に非表示にされる恐れのあるコメ

ント機能を廃止し、こちらも事前にチェック

できるようにすることである。 

 これらの変更は「子どもの声を可視化する」

という本実践研究の目的から遠ざかり、コン

トロールを強める変更である。しかしながら、

「学校が不適切なデジタル環境を提供してい

る」と批判される恐れもあり、児童の投稿が

リアルタイムで表示される環境は許容できな

かった。ゆえに早急に仕様変更に取り組んだ。 

 第一の課題についてはまず、低学年でも理

解しやすい説明を投稿フォームの最上部に表

示した。また、「何がよくて何がダメか」を

詳しく示した資料へのリンクも設置した。さ

らに、送信前に再度ルールに照らして内容の

確認ができる設問をフォームの最後に設定し

た。この過程を経て投稿することにより、児

童は複数回ルールを意識することになる。第

二の課題については、スプレッドシートの「条

件付き書式」機能を活用し、特定のセルに筆

者がチェックを入れない限りは白文字で表示

される設定で解決した。第三の課題について

は、投稿の意図を尋ねる設問の選択肢に「返

信」の項目を加えることにより、通常の投稿

と同様の操作で行う仕様にすることで解決し

た。また、特に問題がなければ本名での投稿

を推奨した。 

 このように、掲示板機能から生じる多様な

アフォーダンスを、シグニファイアによって

限定し、教師が意図する使い方へと誘導する

ことで、課題解決を試みた。大きく改善した

箇所について実際のフォームにおける表示を

− 26 − − 27 −

全校児童向けポータルサイト「ふむふむ」の開発
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〈図８〉で示す。

〈図８ 掲示板機能の改善（実装後）〉

以上の改善により、指導を要する投稿は激

減し、掲示板は落ち着きを保つようになった。

学校現場において真に持続可能なものとす

るべく、管理が容易かつトラブルが起きにく

い掲示板へと改善した一連の作業は、まさに

筆者自身によるクリエイティブ・ラーニング

(井庭ら 2019)だったと言える。

（（４４））共共創創のの始始ままりりとと変変化化 

学びを選べる場としてポータルの活用が始

まると、次第に「◯◯を追加してほしい」と

いう児童からの要望が掲示板を通じて寄せら

れるようになった。要望に応じて、著作権や

利用規約、安全性の問題をクリアしたものに

ついて追加していった。学びに意欲的なその

発言について、管理職からも「学びたい気持

ちが表れていていいですね。」と肯定的な反

応が返ってくるようになった。

結果的に９月のスタート時から 12 月末ま

でに以下の項目がポータルに追加された。★

は筆者自作教材、☆は所属校の教師が作成し

提供したもの。下線は児童の意見や要望を元

に追加したものである。

①トップ（＋７項目）〈図９〉

更新情報、日課表、天気予報、下校時刻、

子ども向けニュースサイト、読み上げ機能・

音声入力機能の使い方動画★、ユーザーアン

ケート結果まとめ★

〈図９ ポータルトップ画面（12 月）〉

②国語科（＋６項目）

ひらがな・カタカナ・漢字のパズル、ロー

マ字資料★、市電子図書館、表現の工夫リス

ト☆

③算数科（＋31 項目）

タイマー、ストップウォッチ、足し算クイ

ズ、九九クイズ、論理的思考クイズ、計算カ

ード★、単位分数教材★、Wolfram|Alpha、

GeoGebra（11）、熊本市地域教育情報ネット

ワーク(e-net)提供教材（12）

④理科（＋２項目）

地震情報、今日の星空

⑤社会科（＋７項目）

Google マップ、Google Earth、地図記号、

国旗クイズ、都道府県名タイピング、こども

農林水産省、こども環境省

⑥外国語（＋１項目）

Google 翻訳

⑦音楽科（＋３項目）

音階テスト★、音楽あそび、リコーダー演

奏動画★

⑧図画工作科（＋２項目）

日本文教出版提供資料、薬研彫り（木彫）

解説動画★
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⑨体育科（＋２項目）

スポチャレいしかわランク表、スプレッド

シート、跳び箱・マット運動解説動画

⑩家庭科（＋１項目）

ボナとペティの事件簿（マクドナルド提供）

⑪総合的な学習の時間（＋10 項目）

思考ツール☆、タイピング練習サイト×４、

アルゴロジック、アルゴロジック２（プログ

ラミングサイト）、児童の作品×３

（（５５））児児童童間間のの対対話話かからら生生ままれれたた相相互互支支援援 

また、掲示板での対話から生まれたものも

ある。実装の初期に投稿された内容をもとに、

任意のアンケートを実施し、69 名が回答した。

アンケート項目は以下の５つである。

①友達の作り方（転入生より）

②悲しんでいる人への対応の仕方

③友達の困った言動への対応

④教科等を得意になる方法

⑤よりよい学校にするにはどうしたらよいか

寄せられた回答を筆者がカテゴライズして

まとめ、児童と同僚にクラウド上で共有した。

このうち、①への回答をまとめたものの一部

を〈図 10〉で示す。

〈図 10 ふむふむアンケートまとめ〉

（（６６））自自治治体体内内のの教教師師ととのの連連携携 

語彙を広げるための教材や、思考ツールを

切り替えて使えるスライドなど、汎用性の高

い教材もポータルに加えることで、「使いた

いときにすぐアクセスできる」環境を作るこ

とができた。

12 月にこのポータルを準用したものを市

内限定で公開したところ、同じ中学校区にあ

る隣の小学校の GIGA 担当者から「校内研究会

で紹介し、活用を推進する」との連絡があっ

た。また、市教育委員会の情報活用部会チャ

ット（各校の担当者間の連絡ツール）にて、

参考資料としてアップしたところ、思考ツー

ルを手軽に使える環境として評価された。

４４．．分分析析 

（（１１））量量的的変変化化 

12 月には、コンテンツ数はスタート時の

150 項目から 222 項目へと 72 項目が追加され

た。そのうち児童からの意見や要望に応えて

ポータルに掲載したものが 23 項目（要望 47

件のうち、有償・期間限定のもの、ゲーム性

の強いもの、利用規約の記載がないもの等は

掲載を見送った）、授業に使う目的で掲載し

たものが 46 項目、教師が児童の学校生活を支

援する目的で追加したものが３項目であった。

９月５日（金）から 12 月 31 日（水）の実

践期間における新規ユーザー数とリピーター

数の変化を、〈図 11〉のグラフで示す。

〈図 11 ユーザー、リピーター数の変化〉

●で示されているリピーター数の上下は、

平日に増えて休日に減る傾向があった。また、

期間中のアクティブユーザー（期間中に１回

以上アクセスしたユーザー数）は全校児童数

− 28 − − 29 −
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〈図８〉で示す。
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635 を上回っており、教師を含む所属校のほ

ぼ全員がアクセスしたことになる〈図 12〉。

〈図 12 アクティブユーザー数〉

トップページに次いでアクセス数が多かっ

たのは、算数科のページであった。これは、

「合わせて１０になる数」や九九の定着のた

めのゲームに低学年が取り組んでいたいこと、

６年間の学習内容すべて網羅した自動採点テ

ストがあること、そして単純にコンテンツ数

が多いことが影響していると思われる。

次いで音楽科のページへのアクセスが多い

のは、その場で演奏したり自分の音楽を作る

ことができたりするという創発性が、児童の

意欲を高め、音楽科を担当する教師がその価

値を認め、積極的に活用していたためと思わ

れる。

また、アクティブユーザー１人あたりの平

均エンゲージメント時間は 18分 25秒であり、

自習時間や休み時間、家庭での自主学習など

の比較的短い時間で利用されていると推察で

きる。

（（２２））掲掲示示板板へへのの投投稿稿 

投稿の属性を①つぶやき：児童が思いを率

直に述べたもの②提案：コンテンツの追加要

請③相談・質問④返信⑤入力ミス⑥ルール外

の投稿（意味不明の文字列など）に分類した。

さらに、Ⅲ３（３）で述べた掲示板機能の改

善前となる９月５日から９月 11 日を１期

（226 件）、改善後の９月 16 日から 12 月 31

日を２期（202 件）とし、それぞれの割合を比

較したものを〈表１〉で示す。

〈表１ 投稿の属性ごとの割合の変化〉

②提案・質問の割合が約 10 倍に増加したの

は、上記の改善に加えて児童の提案（要望）

に筆者が応える形でコンテンツが増加したこ

とに起因すると思われる。逆に④返信の割合

が減少したのはコメント機能の使用を制限し

たためと思われる。また⑥のルール外の投稿

の減少は、〈図７〉で示したフォームの設問

変更によると考えられる。その他の項目につ

いては大きな割合の変化は見られなかった。

これらの項目の中で「①つぶやき」は、そ

の目的が他と比べ曖昧であるという点で特徴

的であった。この種の投稿は特定の個人に向

けて発せられたものではない。つまり、掲示

板が提供する「多数の他者への発信」という

アフォーダンスによって表出されたものであ

ると判断し、さらに以下７つのグループにカ

テゴリー化した。

a:単純な挨拶（初見の挨拶含む）

初めての投稿として、また機能の使い方を

試す形での「よろしく」などの挨拶。

b:学校生活への肯定的な投稿

学習や行事、学校生活について肯定的に捉

えた発言で、楽しかったことや嬉しかったこ

とを表現しているもの。

c:学校生活への否定的な投稿
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うまくいかなかったことや、不安、ちょっ

とした愚痴など。

d:ポータルへの肯定的な投稿

実装初期に多く、ポータルを楽しいと表現

しているもの。

e:目標を宣言する発言

「私はこうなりたい」「自分はこれをやる」

など、前向きな気持を表現したもの。（２期

の投稿を分析する中で、ごく少数ではあるが

このようなパターンが存在することに気づい

た。）

f:学校外のことについての投稿

２期のみに表れた、休日や家庭でのことに

ついて、楽しみな気持ちを表現したもの。

g:他者への称賛・感謝

他の学年への称賛や感謝の言葉、「いっし

ょにがんばろう」などの呼びかけの発言。ほ

ぼ運動会に関するもの。

これら７つのグループの投稿数に占める割

合を１期(98 件)と２期(91 件)で比較したも

のを〈表２〉で示す。

〈表２ 「①つぶやき」の内容〉

「a:挨拶」や、「d:ポータルを評価する投

稿」の割合が減少しているのは、ごく自然な

ことと考えられる。「よろしく」等は初見の

挨拶であり、「ふむふむ楽しい」は今までな

かった環境についての反応であるため漸減し

ていた。

それらに代わり、学校生活に関わる投稿で

あるｂ、ｃや学校外のことについての投稿ｆ

が増加している。掲示板機能が普段使いにな

ってきたことにより、日常生活の中での出来

事や、そのとき感じたことを表現する場とな

ってきたためと考えられる。

また「e:宣言」は投稿数こそ少ないが、増

加していた。教師に対しての宣言と見ること

もできるが、児童自身の内面のやる気を表現

しており、「誰かが見てくれている」「否定

されない」という環境を前提とした特徴的な

使い方と言える。

そして最も大きく増加したのが「g:他者へ

の称賛・感謝」である。１期は下級生のタイ

ピング能力を称賛した１件のみだったが、２

期のスタートが運動会の練習時期と重なった

ことも影響し、上学年への感謝や下級生への

称賛が連鎖的に投稿された。他の学年の努力

や真剣さへの称賛や感謝は、個人から集団に

宛てたメッセージである。集団全体に発信で

きるという掲示板の利点を児童が理解し、有

効活用した結果と言えるだろう。

これらの分析を通じて、児童が掲示板機能

の特徴を実践から学び、その特徴を生かした

投稿の割合が増加していたことが分かった。

（（３３））児児童童へへののイインンタタビビュューー結結果果よよりり 

主たるユーザーである児童が、ポータルを

どのように使い、どこに価値を感じているか

を明らかにするため、半構造化インタビュー

を実施した。対象者はポータル上での呼びか

けに応じた児童９名（３年生３名、４年生１

− 30 − − 31 −
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けに応じた児童９名（３年生３名、４年生１
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名、５年生２名、６年生３名）である。休み

時間を利用した５分程度のインタビューでは

あるが、それぞれの児童にとってのポータル

の価値や、活用の仕方が明らかになった。３

つの質問項目ごとに児童の回答を以下に示し、

その傾向を分析する。

質問１への回答から、学校で休み時間や自

習時間に利用している児童が５名、主に家庭

で利用している児童が４名であり、２〜20 分

の比較的短時間の利用であることが分かる。

質問２への回答からは、「音楽」のページ

にある作曲ソフトが人気であることが分かる。

自分で音楽を「作れる」ことに価値を感じ利

用している児童が６名、算数の学習に活用し

ている児童が１名、プログラミング教材を楽

しんでいる児童が１名、体育のマット運動に

関する資料を自分の目標達成のために利用し

ている児童が１名であった。これらのコンテ

ンツは、紙面で学ぶよりも効率的であったり、

そもそも紙面では難しい学び方を提供してい

るものであり、児童は ICT 活用ならではの価

値を判断して利用している事がわかる。この

うち高学年の１名だけが掲示板機能に言及し、

「書き込みを見たり、みんながどう思ってい

るかを知る」「ひとりひとりに運動会の感想

を聞けるわけじゃないから」と述べており、

前項（２）における「g:他者への称賛・感謝」

との関連が見られる。

質問３への回答では、発達段階による差が

見られた。中学年児童は学習に活用するうえ

での楽しさや便利さ、学びを選べることのよ

さを述べているのに対し、高学年児童は５名

中４名が掲示板機能のよさに言及した。「正

直な気持ちを書き込める」「気軽に話せる・

相談できる」「反応がもらえる」などのメリ

ットが、高学年児童に重視されていることが

分かった。なお、高学年児童１名は、とくに

よいところがあるわけではなく「あるから使

っている」と述べていた。

ⅣⅣ 考考察察

１１．．安安全全ししてて選選べべるる環環境境がが主主体体性性をを育育むむ

15 

（（１１））選選べべるる環環境境  

学校現場において、許容可能なリスクの範

囲で子どもの主体性を発揮させる方法の一つ

は、「選べる」環境を作ることである。一斉

授業や、一律の課題を「やらされている」と

感じる子どもは多い。主体性を育む第一歩と

して「学びを選べる環境」の価値が高まって

いると考える。 

本実践では授業そのものではない形ではあ

るが、学び方や学ぶ内容を選べる環境を作っ

た。自分がやりたいものを選ぶだけでも学習

性無力感が軽減され、子どもたちは主体的に

動き出す。また自分のニーズに合った学習を

選ぶことができる環境は、不登校傾向の児童

へ学びの環境を保障することにもつながる。 

児童が自分で選んで学ぶ場としてのポータ

ルは、主体性が発揮されやすい環境として一

定の役割を果たしたと言える。 

（（２２））安安心心ででききるる対対話話のの場場  

ポータル上の掲示板機能について、荒れを

相当程度防ぐことができる、安全な仕様を追

求することができた。その過程で意図的な指

導、促しを行うことにより児童の肯定的な言

葉をより多く引き出したことへの賛否はある

と思われるが、結果としてⅢ４(２)b に見ら

れるような、子どもの学ぶ意欲や感謝の言葉

を可視化することができた。 

掲示板機能について児童は、インタビュー

で「正直な気持ちで書き込める／気軽に対話

できて、相談もできる／気楽に対話ができる」

と述べている。安全だからこそ、そこで対話

することを選べるのではないだろうか。匿名

を選べる環境設定が、児童の心理的安全性を

高めたと考えられる。 

そして、子どもが声を上げられる環境とし

ての掲示板があることで、ポータルへの要望

や学校生活への意見が可視化され、ポータル

自体も変容していった。 

２２．．一一元元化化さされれたた創創造造とと共共有有のの場場  

（（１１））学学びびのの相相似似形形とと一一元元化化  

 NITS（（独）教職員支援機構）は、子ども

と教師の「学びの相似性」について指摘して

いる。筆者が作成したポータルは児童と教師

を分けずに一元化したものである。それによ

り児童や同僚の協力を得て、失敗から学び、

共創することでポータルを発展させていくこ

とができたと考えている。 

（（３３））創創造造とと共共有有  

児童自身が作ったものには唯一性がある。

それがデータとなることで、時間と空間を超

えて残し伝えることができる。例えば何年も

前に卒業してしまった先輩の作品に感動する

機会の提供が理論的には可能である。 

また教師にも同様のことが言える。専門性

の高い自作教材や実績のある指導資料などを

一つのポータルにまとめ可視化することで、

学校の枠や時代を超えた集合知を形成するこ

とができると考える。 

本実践研究が目指したのはそのような相互

支援の場であり、学び合える場である。その

実装における第一段階まで何とか辿り着いた

と考えている。教師や児童が新しい価値を作

り、それを多くの人と共有できる環境の構築

が実現可能となった今日、これを活用しない

手はないと考える。 

４４．．課課題題おおよよびび対対応応策策 

筆者が中心となって開発・運用し実践した

取組ではあるが、同僚をはじめ近隣の学校に

勤務する教師、また市教育委員会など、多く

の方々の支援を受けて段階的に進めることが

できた。作成したポータルを準用し、自治体

内の子どもたちが自由に学べる環境として持

続可能なものにしていきたい。また、本実践

研究では手の届かなかった中学校の先生方と

の連携も今後の課題である。 

ゆくゆくは教師が準備した教材だけなく、

子どもたちの言葉や作品であふれる環境とす

べく、自治体内の子ども・教師と連携して実

践を継続していきたい。 
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名、５年生２名、６年生３名）である。休み

時間を利用した５分程度のインタビューでは

あるが、それぞれの児童にとってのポータル

の価値や、活用の仕方が明らかになった。３

つの質問項目ごとに児童の回答を以下に示し、

その傾向を分析する。

質問１への回答から、学校で休み時間や自

習時間に利用している児童が５名、主に家庭

で利用している児童が４名であり、２〜20 分

の比較的短時間の利用であることが分かる。

質問２への回答からは、「音楽」のページ

にある作曲ソフトが人気であることが分かる。

自分で音楽を「作れる」ことに価値を感じ利

用している児童が６名、算数の学習に活用し

ている児童が１名、プログラミング教材を楽

しんでいる児童が１名、体育のマット運動に

関する資料を自分の目標達成のために利用し

ている児童が１名であった。これらのコンテ

ンツは、紙面で学ぶよりも効率的であったり、

そもそも紙面では難しい学び方を提供してい

るものであり、児童は ICT 活用ならではの価

値を判断して利用している事がわかる。この

うち高学年の１名だけが掲示板機能に言及し、

「書き込みを見たり、みんながどう思ってい

るかを知る」「ひとりひとりに運動会の感想

を聞けるわけじゃないから」と述べており、

前項（２）における「g:他者への称賛・感謝」

との関連が見られる。

質問３への回答では、発達段階による差が

見られた。中学年児童は学習に活用するうえ

での楽しさや便利さ、学びを選べることのよ

さを述べているのに対し、高学年児童は５名

中４名が掲示板機能のよさに言及した。「正

直な気持ちを書き込める」「気軽に話せる・

相談できる」「反応がもらえる」などのメリ

ットが、高学年児童に重視されていることが

分かった。なお、高学年児童１名は、とくに

よいところがあるわけではなく「あるから使

っている」と述べていた。

ⅣⅣ 考考察察

１１．．安安全全ししてて選選べべるる環環境境がが主主体体性性をを育育むむ

15 

（（１１））選選べべるる環環境境  

学校現場において、許容可能なリスクの範

囲で子どもの主体性を発揮させる方法の一つ

は、「選べる」環境を作ることである。一斉

授業や、一律の課題を「やらされている」と

感じる子どもは多い。主体性を育む第一歩と

して「学びを選べる環境」の価値が高まって

いると考える。 

本実践では授業そのものではない形ではあ

るが、学び方や学ぶ内容を選べる環境を作っ

た。自分がやりたいものを選ぶだけでも学習

性無力感が軽減され、子どもたちは主体的に

動き出す。また自分のニーズに合った学習を

選ぶことができる環境は、不登校傾向の児童

へ学びの環境を保障することにもつながる。 

児童が自分で選んで学ぶ場としてのポータ

ルは、主体性が発揮されやすい環境として一

定の役割を果たしたと言える。 

（（２２））安安心心ででききるる対対話話のの場場  

ポータル上の掲示板機能について、荒れを

相当程度防ぐことができる、安全な仕様を追

求することができた。その過程で意図的な指

導、促しを行うことにより児童の肯定的な言

葉をより多く引き出したことへの賛否はある

と思われるが、結果としてⅢ４(２)b に見ら

れるような、子どもの学ぶ意欲や感謝の言葉

を可視化することができた。 

掲示板機能について児童は、インタビュー

で「正直な気持ちで書き込める／気軽に対話

できて、相談もできる／気楽に対話ができる」

と述べている。安全だからこそ、そこで対話

することを選べるのではないだろうか。匿名

を選べる環境設定が、児童の心理的安全性を

高めたと考えられる。 

そして、子どもが声を上げられる環境とし

ての掲示板があることで、ポータルへの要望

や学校生活への意見が可視化され、ポータル

自体も変容していった。 

２２．．一一元元化化さされれたた創創造造とと共共有有のの場場  

（（１１））学学びびのの相相似似形形とと一一元元化化  

 NITS（（独）教職員支援機構）は、子ども

と教師の「学びの相似性」について指摘して

いる。筆者が作成したポータルは児童と教師

を分けずに一元化したものである。それによ

り児童や同僚の協力を得て、失敗から学び、

共創することでポータルを発展させていくこ

とができたと考えている。 

（（３３））創創造造とと共共有有  

児童自身が作ったものには唯一性がある。

それがデータとなることで、時間と空間を超

えて残し伝えることができる。例えば何年も

前に卒業してしまった先輩の作品に感動する

機会の提供が理論的には可能である。 

また教師にも同様のことが言える。専門性

の高い自作教材や実績のある指導資料などを

一つのポータルにまとめ可視化することで、

学校の枠や時代を超えた集合知を形成するこ

とができると考える。 

本実践研究が目指したのはそのような相互

支援の場であり、学び合える場である。その

実装における第一段階まで何とか辿り着いた

と考えている。教師や児童が新しい価値を作

り、それを多くの人と共有できる環境の構築

が実現可能となった今日、これを活用しない

手はないと考える。 

４４．．課課題題おおよよびび対対応応策策 

筆者が中心となって開発・運用し実践した

取組ではあるが、同僚をはじめ近隣の学校に

勤務する教師、また市教育委員会など、多く

の方々の支援を受けて段階的に進めることが

できた。作成したポータルを準用し、自治体

内の子どもたちが自由に学べる環境として持

続可能なものにしていきたい。また、本実践

研究では手の届かなかった中学校の先生方と

の連携も今後の課題である。 

ゆくゆくは教師が準備した教材だけなく、

子どもたちの言葉や作品であふれる環境とす

べく、自治体内の子ども・教師と連携して実

践を継続していきたい。 
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ⅤⅤ  おおわわりりにに 

 当初目指した ICT を活用した集合知の形成

による効率化は、図らずもその目的を問い直

す機会を筆者に与えてくれた。「子どもと教

師が共に学び、互いの成長を楽しむ学校」と

いう理想を追いながら、児童や同僚たちのサ

ポートを受けて学校現場におけるリスクをカ

バーし、ポータルの実装までこぎつけること

ができた。その過程で得た知識や技術を他者

と共有できる形で残せたことは、一定の成果

であると考える。 

 このような機会が与えられた環境に感謝し、

本実践において重要なポイントとなった「環

境から生じているアフォーダンスに注目し環

境を改善するアプローチ」を日々の授業や学

校生活にも適用し、子ども達にとってひとつ

の「環境」ともいえる教師のあり方を、理論

と実践を往還し問い続けながら、さらに学び

を深めていきたい。 

 

ⅥⅥ  資資料料  

 以下のサイトより、本実践研究で作成した

ポータルの複製、作成した教材、参考にした

ウェブページのリンク等を閲覧できる。 
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総総合合的的なな学学習習のの時時間間にに自自らら対対話話にに参参加加すするるここととをを目目指指ししたた授授業業デデザザイインン  

――  質質問問生生成成にに関関すするる指指導導をを通通ししてて  ――  

 

北間 小百合 

 

金沢大学大学院教職実践研究科 

 

【【概概要要】】本研究の目的は、総合的な学習の時間において質問生成を促す指導を行うことで

児童が自ら課題解決のための対話に参加するのか、またその具体的方策は何かを明らかに

することである。単元構成とグループ作り、質問の提示という 3 つの手立てをとり、OPP シ

ートや発話記録から児童の対話の様子を検討した結果、主に三つの事柄が明らかになった。

（１）共通体験から共通の文脈づくりを行う授業展開を計画すると児童が自分と似た状況

の児童に相談しやすい。（２）グループ作りでは人数や誰と組むかという点の他に、学習の

枠組み作りを行い、教師は活動中の児童間の質問と応答の有り様を見取り、枠組みを見直

していくことが重要である。（３）教師による質問の提示だけで質問の量や質が変化するの

ではなく、質問は他者からの温かい応答があることで繋がっていく。 

 

ⅠⅠ  問問題題とと目目的的  

１１．．問問題題 

（（１１））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの対対話話  

総合的な学習の時間は、目的にも明示され

ているように異なる多様な他者と協働して主

体的に課題を解決しようとする学習活動を重

視する必要がある（文部科学省，2021）。異な

る多様な他者と協働する場面では、児童同士

の対話が必要となる。しかし筆者はグループ

による対話を指導する難しさを感じてきた。

以前の実践で、学習したことを伝えるために

内容や方法について話し合い決めていく場面

があった。この場面で、自分の思いを発言す

ることに気を取られる児童、他の児童の発言

を聞くだけになる児童が混在し、話し合いが

うまく進まなくなることがあった。もしもこ

の場面で「どうして○○がいいと思ったの？」

「○○もいいかもしれないけど、これはどう

思う？」というように、子どもたち自身が互

いに相手の発言を受け止め検討するといった

対話ができると、児童が納得した問題解決に

なるのではないかと考えた。対話は自分の考

えの状態をモニタリングすることに繋がる。

モニタリングによって考えの不備が明確にな

り、「ではどうしたらよいか？」と質問の質も

向上する。このような話し合いを本実践では

「対話」と考える。対話がどのグループでも

行われるようにするには教師はどのような指

導、支援を行うことが望ましいのだろうか。 

（（２２））話話しし合合いいににおおけけるる質質問問 

一斉授業の際には、児童の発言を教師が他

の児童に問い返す、発言を繰り返す、相槌を

うつ等の方略を使用して、一人の児童の意見

からクラス全体で気づきを共有することがあ

る。教師は、児童の考えが深まるよう意図的

に次の質問を行うことで、学習の質を高めよ

うとするだろう。しかし教師が全てのグルー

プの話し合い場面に参加、介入することは不

可能である。本実践では、グループでよりよ

い対話をするためには児童同士の「質問」が

鍵となる、と考えた。 

瀬尾（2005）は質問生成の量と質の向上に
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